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の
ば
、一
八
一
三
年
五
月
十
一
日
を
以
て
發
表
せ
ら
れ
た
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院
：特
：別
委
員
會
の
：聯

〗

合
主

®

殼
物
貿
爲
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す
る
報
告
書
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び
同
‘六
月
十
五
日
右
寶
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々
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」
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n
r
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が
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査
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果
を
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物
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必
要
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當
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縠
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法
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八
〇
四
年
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麥
の
價
格
下 

落
，
し

て

、
十

八

〇
1
年「

の
一
ク
ギ

v

r
ff
.
五
十
五
志
ょ
り
一
八
〇
四
年
の
五
十
志
.に
至
れ
る
時 

に
際
し
、此
の
類
例
な
き
下
落
が
惹
起
せ
る
恐
條
を
救
助
せ
ん
が
爲
め
改
正
せ
ら
れ
た
る
も
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に
し
て
、輸
入
小
麥
一
ク
オ
タ
ア

に

對
し
て
國
內
價
格
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三
志
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な
る
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を
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全
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揮
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な
か

A

き
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年
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の
平
均
僧
格
を
見
れ
ば
、

1
八
〇
八
年
に
は
八
十
ー 
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ノ
〇
ブ
年
丨
は
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七
志
四
片

、
..八
一

〇
年
に
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志
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片
ニ
八
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に
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九
十
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志
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格
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十
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の
價
格
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に
九
十
六
志
以
下
に
降
办
た
る
こ
と
な
し
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油
の
免
き
清
偾
格
と
上
記
.：六
十
三
志
の
課
税
價
格
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の
間
に
は
殆
ど
何
等
の
交
渉
を
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兑
る
乙
ど
能
は
す
馑
吩
に
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け
る
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騰
貴
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稅
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策
の
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果
に
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ら
ー
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し
て
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爭
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せ
ら
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提
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す
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り
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せ
ら
れ
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當
時
に
於
て
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，物
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费
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が
其
高
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の
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め
に
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し
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事
實
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す
る
も
、地
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落
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ふ
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叫
は
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だ
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す
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こ
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な
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を
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て
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と
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委
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せ
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た
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唯
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の
目
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猶
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國
々
民
を
し
て

「

其
自
國
の

 

土
.地
.
X 

K
y し
て

*

5>
な

る
供
給
を
產
せ
し
め
、且
つ
同
時
に

®

%

價
格
を
減
少
せ
し
む
る

」

@

め
に
は
如
何
，な
る
方
策
を

取
る
べ
き
か
を
硏
究
し
：て，終
に
龈
稅
價
格
の
引
上
を
可
と
す
る
の
結
論
に
到
達
し
た
る

‘な
り
。

姿
眞
等
は
、先

.
づ
旣
往
十
年
間
に

;'
大
；不
烈
颠
の
耕
地
而

«

大
に
增
加
し
た
る
こ
/̂現
在
の
耕
地

.
」

は
纸
に

31
注
產
力
を
增
進
せ
し
め

#

る
こ

y
s變
じ
て
耕
地

S

な
し
得

」

へ
き
草
地
の
©
ほ
甚
だ

:
:つ
多
き
こ
へ
、

」

、及
び
、愛；蘭
土
に
就
七
も
亦
事
情
同
一
な
る
こ

S

に
徵
し
て
聯
へ
ロ
王
國
は
毫
も
：外國

‘
 

に
依
賴
す
る

-
-

-

-

-

-

-

-

て
、其

■住
民
の
愛
料
を
自
ら
供
給
し
得
べ
し
と
い
ふ
乙
ビ
を

r

公
平
な

る
實
際
的

'論
結

」

„

ど
認
め
、次
で
旣
往
の
事
實
に
照
し
て
，穀
物
貿

-易
を
制
限
す
る
法
猙
の
.效
 

.

M

に
及
べ
り
。
委
負
等

「

の
示
す
と
こ
ろ
に
從
へ
ば
、

一

六
七
〇
伞
よ

P

一
 

七
六
五
年
に
至
る
期 

.

問
に
於
て
穀
物
貿
易
を
怵
し
た
る
諸
法

#

の
原
則
は
、輸
入
を
抑
制
し
て
輸
出
を
獎
勵
す
る

i
 

K

字
じ
た
り
し
が
、一
七
六
五

.年
以
後
は
之
に
反
し
て
、輸

.入
を
獎
勵
し

t

輸
出
を
姐
密
す
る
の 

原
則
妹
用
せ
ら
れ
た
り
。
然

.る
に
纸

1

の
^

籤
の
下
に
於
て
、

1

七
〇

1
年
よ

6

一
 

七
六
四
部 

:

l

i

Mる
ま
で
價
格
；は

「

安
固
に

'
し
て
不
廉
な
ら
中

/
取
均
價
格
は
三
十
三
志
三
片
な
り
し
が
、後

0 

主
義
の
下
に
於
て
ニ
七
六
九
牟
よ
ヅ
一
セ
九

P9
年
に

M

る
ま
で
の
價
格
は
四
十
四
志
七
片
、一
 

:

八
〇
四
年
よ
り
一
八
ニ
ニ
年
に
至
る
九
年
に
於
て
は
八

+

八
志
十
一
片
に
し
て
、大
不
激

0

は
、

前

^

の
下
に
於
て
は

®

に
其
穀
物
を

0

給
自
足
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、典
尠
か
ら
ざ
る
最
を
輸 

出
し

1た
る
に
反
し

"後
：者

.
0下
に
-於
て
は
、管
に
自
給

t
H足
す
る
こ
.ミ
能
は
ざ
る
の
み
な
ら

t
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國 
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h

y

0

物
の
大
量
を
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入
し

y 2

る
な
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o
玆
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.於
て
彼
等
は
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「

豐
當
並
に
低
價
格

W

輸
入
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限
の
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度
、供
給
缺
乏
，並に
高
價
格
ヒ
反
對
の
制
度

S

の
强
き

.
1

致」

を
指
摘
し
て

一
七
六
五
年

.

, 

:
:
以
前

,
0
原
則
に
復
す
る
の
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な
る
と
を
カ
說
し
た
り
。
同
時
に
大
陸
封
激
に
先
だ
つ
幾
年
間 

.
大
陸
ビ
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ど 
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偕
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ビ
は
典
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漸
く
上
進
し
、乂
大
陸
封
鎖

が
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許
あ
る
も
の

V

外
、徽
產
國
ビ
の
一
切
交
易 

を
停
止
す
る
や

®

格
は
上
進
を
持
續
し
た
ぅ
と
雖

も
，此
の
價
垮
の
上
進

.
及
び
®

格
の
.
安
.
0
の 

結

.'果̂
し
.て
.
產
榖
量
は

.
殊
に
愛
蘭
に
於
て
舊

_

に
比
し
て
：
：
：
：
|

だ
软
如

〕

、爲
3

こ 

に
-於
け
る
供
給
は

一
七
六
四
体
以
來
始
め
て
消
费

e
if
f

i
敵
す
る
に
：到
れ
る

」

こ

ビ
は
乂
此
兄
解 

を
財
く
る
も
の

な

P

き
。
故

4t
0

ぐ
4
當
然
貿

易

制
限

に
の
み
©
す
ベ
き
构

事
情
は
、本
委

員
會 

の
所
見
を
以
て
す
れ
ば
、

自
由
，
資
易
と
制
限
貿
易
.と
染
し

て
そ
の
何
れ

が
勝
れ

&

や
に
就
て
を 

然
疑
間
な
か
ら
し
む
る
も
の
な
り

」
ど。
此
結
論
に
甚
き
て
激
等
が
提
議
せ
る
榖
法
の
眯
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5

は

J
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に
於
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が
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十
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片
に
達
す
る
迄
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穀
物
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出
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m
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し

^
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五
志
ニ
片
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志
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.

.

. 

'
;

:

前
記
の
如
く
、委
員
，

■
P
a
r
n
e
l
l

は
六
月
十
近
：！

3
報
吿
書
を

_

場
..に
提
出
し
々

t

彼
れ
.は
先 

づ
提
議

.せ
ら
れ
た

.る
穀
法
改
犯
の
目
的
だ
安
固
に
し
で
不
廉

'な
ら
.ざ
る
價
格
を
以
て
國
產
の

殻
物
の
充
分
な
る
供
給

」

を
確
保
す
る
に
亦
す
る
こ
と
を
述
ベ
、農
業
家
又
は
地
虫
の
利
潤
を
增 

す
こ
？
は

'
其

目

的

，に
，.あ
ら
，：ず
、彼
等
の
狀
態
は
甚
だ
良
好
な
る

t

以
て
何
等
の
斯
の
如
き
採
助 

を
架
せ
，
と
力
說
し
た

K

V

O彼
れ
に
從
へ
ば
委
員
會
は

「

充
分
な
る
贫
物
供
給
を
我
敵
國
に
仰 

ぐ
こ
ビ
を
績
く
る
の
危
險

 

>じ、同

.純
の
改

.
H
を
必
染
ビ
す
る
回
阈
の
土
地
の
爾
か

{

多

3

に
0 

し
て
、他
國
を
改
良
せ
ん

•か
爲
め
に
、我
が

.

.資
金
を
送
輸
ず
る
の
失

f

を
感

t

る
こ
と
痛
切
な 

る
の
外
何
等
他
の
動
機
に
依
て

j

動
.か
さ
れ
た
る
こ
と
な
く
、

^

目
的

.ビ
す
る
と
こ
，ろ
は
、農
樂

R
 

對
す
る
资
本
の
役
下
を
增
し
て
、榖
產
额
を
增
加
せ
し

.め
ん
ど
す
る
こ

^

に
.存

し

た

而

し
 

て
巩
主
張
♦か土
地
收

.機
遞
減
法
則
の
不

1

認
を
遊
礎
ビ
す
る
も
の
な
る
こ
と
は

P

1

の
指
摘 

す
る
ど
こ
ろ
の
如
し
。

nn
へ
ら
ぐ
ノ
殺
法
を
改
正
し
て
資
本
の
農
業
に
投
下
せ
ら
る
る
も
の
を 

增
す
，こ

^

を
得
ば
、

|

叙
'產
.額
：は
：增

加

し

；て
、同

時

に

生
.産
費
並
に
價
袼
は
減
退
す
ベ
し
。

「

如
柯
ビ 

な
れ
ば
、農
業
資
本
に
し
て
大
に
增
，，加
せ
ん
か
、を
の
産
額
及
び
生
產

t

R

對
•し
、且
つ
並
に
價
格 

を
下
：落
；せ

し

V

る

結

泶

は

、そ
の
.製
造
エ
業
上
に
利
用
せ
ら
れ
た
る
場
合
ミ

IR
に
闾
一
な
る
ベ 

き
を
以
て
な
り
。
仑
の
製
造
品
最
を

«

加
せ
し
む
る
上
に
於
て
如
何
な
る
作
用
あ
る
か
、及
び 

之
を
、製
造

H

業

上
に
：用
、ゐ
る

.
も」

の
が
、其
助
け

'
に
由
る
處
の
生
產
費
減
少
の
結

i

 
く
大
に
削

:

,
笫
十
八
怨

S

H
七〕

論

醜

：

.
9ヵ
少
ド
方
の
地
代
論 

巒
s

.

H

H
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力
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ド
ォ
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f

M

3
四

減
せ
る
價
格
を
以
て
製
造

品
を

賣
る
こ

と
は
、周
く

人
の
知
る

處
な
タ

o

同
樣
の
方
去
に

^

て
、

農
業
乐
は

'
,改
良
に
速
れ
て
其

Hh
v
地
.
の
生
產
力
を
高
め
、且
つ

a

農
具
の
使
用
せ
ら
る
、
に
從

a

:

禅
少
の
失
費
を
以
て
之
を
行
上

こ
ど
を

得
る
こ
と
に
依
り
て
能
く
低
減
せ
る
價
格
を
以
て
興

l;
.ik
物
を
賣
る
 

>」

ど
.を
得
べ
し
。

ir
l
iし
て
斯
ぐ
し
て
農
業
資
本
の
增
加
は
^

國
の
供
給
を
俟
た

ず

h

^」

r

f

者

:1
:
^
し
て
は
低
減
せ
る
價
格
を
以
て
、充
分
な
る
食
物
を
菩
人

{:
確
保
す
ベ 

し」V
J
o
a
n
n
a
n
,

 

p. 

I
5K>
i)

。

:

が
提
謎
す

(

る
所
の

®

法
改
，疋
要
項
は
、上
記
委
員
會
報
啬
眷
に
提
議
せ
ら
れ
た
る
も 

の
ょ
り
も
少
し
く
緩
和
せ
ら
れ
た
る
も
の
な

b

。

即
ち
後
者
が
過
去
一
一
十
年
間
の
殺
物
平
均 

愤
格

(

七
十
八

志

十
:'
:|

一片)

に
典
三
分

 

一
^

加
：；

ベ
た
る

も

の(

西
五
.志

一
一
片)

に

課
稅
の
基
準
を
求
め 

た
る
に
對
し
て
、

P
a
m
e
l
l

は
苏
五
分
ー
を
加
へ
た
る
外
十
志
を
起
點
ヾ
し
し
て
之
に
一
ク
オ
タ
ア 

一
志
を
賦
課
し
穀

惯

一
志
を
減
す
る
每
に
稅
额

 

一
^

を
加
へ

、
&

©八

十
五
志
な
る

時
は
之
れ 

.に
十
一
志
を

»
課
す
る
の
案
を

立
て

た

る
な
り
。
此
改
疋
の
最
も
有
益
な
る
結
果
が
穀
物

 ̂

格
の
安
足

 

'
外
國
の
供
給
に
到
す
る
獨
立
ど
な
る
ベ

,

こ
ビ
は

P
a
r
n
e
l
l

の
特

R -
力
說
す
る
所 

な

り

M
 

b 

Kへ
ら
ぐ
、缺
乏
に
對
す
る
保
障
は
破
保
せ
ら
れ
、駿
物
の
债
格
は
安
足
€
な
る
ベ

く 
4結
局
事
實
上
價

■

，は

*
:ょ
.り
も
低
：き
に
至
る
ベ
し
。

『

縱
令
價
格
の
安
束
が
喵
ー
の
結
果
た 

ぅ
ビ
す
る
も
、猶
ほ

&
_も
惯
俽
あ
る

0

的
は
成
就
せ
ら
る
べ
し
。
如
何
と
な
れ
ば
贫
者
を
寄
す 

る
も
の
は
高
價
格
に
あ

,̂
す
し
て
、動
搖
す
る

®

格
な
る
を
以
て
な
り
：
：

」

。T

然
れ
ど
も
穀
法 

の
賢
明
な
る
改
正

1

6

し
て
公
衆
が
受
く
べ
き
最
も
實
質
的
な
る
利
益
は
、其
の
外
國
に
對
す 

る
獨
立
是
な

b

?

M
し
吾
人
に
し
て
能
く
一
度
人
民
の
平
均
消

ft
K

應
す
る
に
足
る
平
均
生 

產
を

ft
*

す
る
こ
ビ
を

^

ん
か
收

«

■足
ら
：ざ
る

.こ
■
■と

.ある

 

'も、不

JS
は
.決

し
て
甚
し
か
ら

t

し 

て
、缺
乏
の
苦
痛
は
恐
ら
く
適
常
の
節
約
に
依
て
輕
減
せ
ら
る
ベ
く
、又
此
方
法
功
を
奏
せ
す
ビ 

す
る
も
、輸
入
を
要
す
ベ
き

©

物

«

は
_

少
に
し

.て
»
雜
巴
又
は
鹿
米
利
加
の
何
れ
か
の
部
分 

ょ
り
撤
實

K

獲
得
せ
ら
れ
棒
べ

.き
拘
度
の
も
の
た
る
べ
し

,-
,

vo 

(
E
c
o
n
o
m

o,Annals 

pp. 

300
4
-
5
0
 

■
,
 P

a
r
n
e
l
l

の
演
說
は
巧
妙
を
極
め
た
り
。
极
れ
が
諕

く

所
を
聽
け
ば
、英
國
內
に
於
け
る
凡
て 

の
.
階
級

'0
利
益
は
、此
穀
法
改

IE
粲
に
依
て
進

K

せ
ら
る
ベ
き

も

の
、
如
し

o

地
主
及
び
農
業 

家
が
此
改
正
に
依
て
利
益
す

V

き
は
言
を
俟
た
ざ

る

べ
し
。

一
方
勞

«

考

.^
、
憤

格

の

资

闽

を
 

以
て
誘
は
れ
、食
料
品
の
騰
货
を
嫌
忌
す
る

—

家
喈
級
は
、

»

«

好
«
落
た
る
農
業
階
級
の
利 

益
を
傷

■
く
る
こ

€

な
く
し
て

*
而
か

令

物

價
を
〒
落
せ
し
む
る
眞
方
法
の
是
な
る
こ
ど
を
說
が

第
十
八
卷

i
三
九)

賒
說
ヵ
ル
ド
す
の
地
代
論

 

笫
三
號
 

三芄
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第
H
號 

コて、

.れ
、他
國

(:

對

ず

る

倚

賴

を

恐

る

、
も

の

は

"獨

A-
を
確

保
す
ベ

さ

方
法

の
此
以
外
に
亦
せ
ざ 

こW

を
街
げ
ら
れ
た

.り
：。：
雄

®
彼

れ

は

一
階
級
の
前
に

は 

，愤
格
を
揭
げ
、價
格
の

」

動
搖
は

&

(/
:

.

?し

>
j

謂
ひ
、英

IM
J

及
び 

.る
名
に

至
る
べ

し 

<

謂
ひ
、而
し
て
此
等
の
事
は
皆
敵
國
の 

た
.'
る
，
な
り
。

故

に
此
に

」
續
い

て

行
は

れ
た
る

討
論
に
於
て 

る

乙

と

多
く
、威
情

.は

.大
に
刺
戟
せ
ら
れ

®
人
は

全
然
混
迷 

h
y 
て
發
言
せ

る

も

の
に
、Rose, 

Western, 

H
o
r
n
e
r

 

Fitzgerald 

n

の

_
璘

に

遊
づ
き

下
院
は

黍
样
會

に
入
り
し

/か
、
議
容

易 

延
期

高
價
格
を

 

>他
-の
階
級
の
前

(:
は
 

愛
®

は
！
^
地
を
剩
さ
す
耕
«
せ
 

M

擔
'に
於
て
行
は
る
べ
し

ご
® 

は

&

否

兩

說

典

に

自

つ

し

.
揺

漭

に
 

R

S
れ

、9
。

提
案

0

M
SI
に
與 

Husklsson 

等
ぁ

^
N

o六
月

-;
十
‘

に
決
せ
ず
し
て
射
議
は
次
會
期

か 陷 C A ら 低 る

せ
ら
れ
た
り
。

(

註) 

.

.副

.夙11.

食

.^
"ni
l
の
供
給

^
外
國

.Li ■

.仰
ぐ
こ

Z

漸
.く
多
き

I: 

給
の
方
策
な
馓

す

る

の
必
要
か

^
へ

|:
ゐ
む
の
に

H
a
l
f

 

な
り
。

1
.
1

は
旣
に
其
人

M:
論 
'笫ー
ー
版

(

一
八
0

三

■¥〕

の
 

&
か

不
必
要

I-
斯
る
狀
勢

——

外
閲

It
於
け
る
工
業
の
驳
達 

と
か
恐
れ

._ざ

.石

.

可

：
か;:
'
:
.
、
レ

ざ

る

が

如

き

丨

>u
置

く
.と
こ

ろ

の

け
^
も
の
メ

—

と
ミ
能
は
す

」

。
!;
國
の
而
橫
比
較
的
犬

至
る
こ
と
の
笟
險
か
感
じ
て
食
物 

あ
る
■と

i

ll
E
, Le

s
e
r

が
指
摘
す

 ̂

i

節
!:「

％
.
國
現
時
の
政
馈
の
如
く

. 

と
共

I:
其
穀
物
佻
給
港
か
喪
は
ん 

政
锻
は
、經
濟
學
の
，正
し
き
拟
理
に 

な
る
も
の

’
は
、そ

0

S
ら
沿
赀
す
る

所

リ
以

±

の
^

物
/1
>
其
領
域
內

1
1逄
せ
ざ
る

服り*其
食
料
搜
得
に
必
要

P

る
安
全

4*
,保
有
す
ゐ
こ 

w

飱
ど
不
可
能
な
ゐ
が
如
と

w
‘：l
i

ひ、同笫
三
版

(
1

八
〇
六
牟

中
I:
も「

他
人
.が併
給
マ
る
も
の
を 

碗
^
,1:
搜
.̂ナ

る

こ
i 
ku
. 

0

出
.す
.ろ
も

.
の：、
如
く

ガ
5
こV

J

か.

得
.
.ざ
/.
.
と

こ
.
.ゐ：
|:
.於

て、
典傾 

::土
 

•の，之

.

許̂
す
國
说
！

1:

あ
り

:ては、其

.缺
2-
於
.國ノの

：

幸
福

y

繁
犖
と

か
傷
く

ろ

;

w

M

t莜
し
今 

:

W
L
L

就
て

は
'
餘
_

か

保
^
マ
え
こ
と

布
利
^
石
が

如
し

」

と

謂
ひ
て
、&
ド
處
し
て
取
る
ベ
き
方
策 

■4*
.!̂
じ
?:
ス.

^
リ

(Koberv MalLrs, Drei’S

 
し
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den. 

Tphren 

1 SI4
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o
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m
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e
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*

八 

,

然
る
に

_

會
の
休
會
♦ビ
略
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、穀
物
の
價
棬
は
奧
常
な
る
豐
作
の
爲
め
急 

激
な
る
下
落
.を
閱
し
？

。
即
ち
始
め
七
穀
法
改
正
問
題
の
討
謎
行
は
れ
た

.
る
：頃に
於
て
は
、
 

小
.麥

の

'.
®

格

は

百

十

七

志

十

片

、

w

英
斤
の
：麵
齙
ー
塊
は
一
志
六
片
半

f

し
に
、十
一
一
月
に
は 

既
に
小
麥
：七
十
三
志
六
片
、麵
齙
は
十
一
片
四
分
一
に
下
れ
る
な
り
。
斯
る
狀
況
の
下
に
於
て 

裂
年
五
月
穀
法
財
議
は
碑
び
行
は
れ
た
り
。

小
，麥
.の
價
格
七
十
三
志
な
る
時

R

於
て
、そ
の

W
 

r

*

T五
志
な
り
し
時
ビ
招
一
の
論

0

を
以
て

®

び
節
年
の
提
案
を
獄
課
す
る

m
j

の
不
可
能
な 

る
從
論
を
俟
た
ざ
る
べ

.

.し
。

戰
時
國
民
，，の

.高
價
格
に
慣
れ
た
る
時
に
於
て
、公
益
の
爲
め
姑
ら

•
:热
十
八
粒

(

三四ブ

)

餘

E

1
カ
ル
ド
ォ
の
地
代
論
. 

第
三
镳 

三
七
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怨
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四
ニ)

：
論
：；：

說

：

3
ヵ
シ
ド
ォ
の
地
代
論 

第
{

1

5
H
八

く
此
の
高
價
格
の
持
續
す
る
と
を
忍
ベ
ビ
謂
ふ

S
、一 

度
平
和
の
到
來
と
穀
價
の
下
落
ビ
を
喜 

,
6
 
.デ
-

後
に

^

て
.タ

fc
の：較

.入
を
め
て
菊

^

に
再
び
舊
の
高
價

.
に
復
©
す
べ
し
ど
謂
ふ
ご 

は
!̂
ょ
>

»

意
義
同
じ
か
ら
す
。
配
や
外
國
の
供
給
に
對
す
る

»

:v
/
:の
必
要

.は
、歐
洲
の
三
入 

國
を

W]
®

着
ミ
し

^

敵
佛

®

两

は

：牛

和

の

榄

亂

者

を

棄

，て
て
、久

し

く

英

國

に

客

た

り

し

入

を 

新
た
に
迎
：へ
て
國
王

v
j

な
し
た
る
今
に
於
て
は

^

痛
切
復
た
舊
の
如
く
な
ら
ざ
る
な

h 

o
然 

れ
ど
も
他
而
に
跨
て
地
主
及
び
，農
業
家
の
因
窮
は
毂
法
改

11
£

に
對
す
る
要
求
を

K

だ
切
實
な 

ら
し
め
た
り

°

地
主
：は

*
述
年
の
高

®

格
に

W

れ
乂
此
を
豫
想
し
て
頻
り
に
園
墻
を
行
ひ
、尋
常 

の
愤
格
を
以
て
し
て
は
收
支

.相
償
は

ざ

る
が
如
き
土
地
の
耕
耘
を
開
始
し
、

3C
其
平
生
の
生
活 

を
豪
奢
に
し
た
り
。
惜
地
農
業
家
も
亦
高
價
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落
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條
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す
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落
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す
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も
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す
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謂
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騰
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騰
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落
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落
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を
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